
【保護者の皆さまへ】

「GIGAスクール構想」に向けた ICT環境整備について

一宮市教育委員会

現在、一宮市では文部科学省が提唱し、全国すべての小・中学校が対象になっている「GIGA スクール

構想」の実現に向けて、ICT 環境の整備を行っています。

この整備により、一宮市では「児童生徒数分の端末配備」と「教室の無線 LAN化」が実現し、「個に応

じた学び」や「協働学習」が今まで以上に充実していきます。

児童生徒がこれからの社会で必要になる「情報活用能力」を ICT を活用しながら育んでいきます。

 児童生徒に以下の約束を守るよう指導し、情報モラルや情報リテラシー等を育成していきます。その他、

学校ごとに必要なルールを決めて運用していきます。

子どもたちが安心･安全に使用するために、通信記録や、Web アクセス履歴を調査・確認することがあ

ります。

Chromebook使用上の約束

・Chromebookは、学習や学校生活に関わること以外の目的で使用しません。

・写真を撮ったり、音や映像を録音・録画したりするときは、相手の許可を得ます。

・自分や他人の個人情報をインターネット上に公開しません。

・様々なサービスを利用するにあたり相手を傷つけたり、不快感を与えたりする使用はしません。

・他人の作品や表現を尊重し、使用するときには許可を得ます。

・アカウントやパスワードは自分で管理します。また、アカウントは、他のサービスに利用しません。

・故障や破損があればすぐに先生に知らせます。

・Chromebook を使用する際は、良い姿勢を保ち、目と端末の画面との距離を 30cm 以上離すように

して使います。

整備されたノートパソコンについて

Google 社の「Chrome OS」を搭載した「Chromebook」です。丈夫で、起動が速く、安全性が高い

のが特徴です。インターネットに接続して使用します。タッチパネルで操作することもできます。

利用するサービスについて

児童生徒一人一人がアカウントを持ち、「Google Workspace for Education」という Google社が、

学校向けにクラウドで提供している教育サービスを利用します。

※ 詳細は「ChromebookとGoogle Workspace for Educationで最適なGIGAスクール構想を実現」 

 で確認できます。              https://edu.google.com/intl/ja/giga-school-plan/  

「GIGA スクール構想」とは？

 「GIGA」とは「Global and Innovation Gateway for All」の略で、「全ての人にグローバルで革新的な

入口を」という意味です。誰一人取り残すことなく、児童生徒一人一人に個別最適化され、創造性を育

む ICT教育を実現する施策です。
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